
令和4年（2022年）11月4日第２２５号 ひらつか議会だより

総
括

化
し
、
分
か
り
や
す
く
公
開
す

る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
利
用
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を

参
考
に
判
断
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
窓
口
の
導
入

問
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
の

拡
充
、
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
の
ほ
か
、
窓
ロ

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る
た

め
、「
手
続
き
案
内
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
」
や
「
申
請
書
作
成
支

援
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
た
ス

マ
ー
卜
窓
口
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
ス
マ
ー
ト
窓
口
の
実
施
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
ス

マ
ー
ト
窓
口
は
大
き
く
二
つ
あ

り
、「
手
続
き
案
内
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
」
と
「
申
請
書
作
成
支

援
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
手
続

き
案
内
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は
現

在
、
シ
ス
テ
ム
事
業
者
と
関
係

各
課
で
シ
ス
テ
ム
の
構
築
作
業

を
進
め
て
お
り
来
年
１
月
初
旬

か
ら
、
申
請
書
作
成
支
援
シ
ス

テ
ム
は
来
年
３
月
中
旬
頃
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
る
。

神
奈
川
大
学
に
つ
い
て

問
　
神
奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ

か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
面
移
転
が

半
年
後
に
迫
っ
て
い
る
が
、
移

転
に
関
し
て
大
学
側
か
ら
示
さ

れ
た
も
の
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
大
学
と
し
て

引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
、
売
却
す
る
こ
と
が

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
大
学
が
保
有
す
る
間
は

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
を
引
き
続
き
使
用
で
き
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

問
　
今
後
の
施
設
利
用
や
バ
ス

等
公
共
交
通
な
ど
地
域
と
の
協

議
は
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
地
域
と
協
議

を
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長
　
連
携
と
調
整
を
行
い
、

大
学
か
ら
の
情
報
は
地
域
に
提

供
を
し
、
地
域
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
は
大
学
側
に
伝
え
て
い

き
た
い
。

問
　
令
和
３
年
度
の
小
中
学
校

で
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
不
登
校
に
関
す
る
相

談
件
数
を
伺
う
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
受
け
付
け
た
児
童
生
徒

や
保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
来

室
相
談
は
延
べ
件
数
で
小
学
校

１
４
０
７
件
、
中
学
校
２
５
２

０
件
、
電
話
相
談
は
小
学
校
77

件
、
中
学
校
２
２
４
件
で
あ

る
。
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
ヘ
の
来
所
相
談
は
、
実
人

数
で
小
学
生
51
件
、
中
学
生
１

０
５
件
、
中
学
校
卒
業
後
の
支

援
と
し
て
高
校
生
４
件
、
電
話

相
談
は
１
１
８
件
で
あ
る
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
約
３

割
が
学
校
内
外
の
機
関
へ
の
相

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

問
　
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
県

内
初
と
な
る
中
小
企
業
脱
炭
素

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
創
設
さ
れ

た
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
は
市
民
と
の
連
携
も
大
切

と
考
え
る
が
、
市
民
ヘ
の
意
識

付
け
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長
　
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
多
く
の
人
が
徹

底
し
た
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
で
は
「
ひ
ら
つ
か
Ｃ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
２
プ
ラ
ン
」
を
通
じ
て
、

市
民
に
向
け
た
意
識
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
新
た
な
参
加
者

が
増
え
る
よ
う
参
加
方
法
や
動

機
づ
け
を
工
夫
し
て
い
く
。

問
　
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動
と
し

て
、
グ
ー
グ
ル
の
温
暖
化
対
策

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
Ｅ
Ｉ
Ｅ
が
有

効
と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
も

公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

環
境
部
長
　
Ｅ
Ｉ
Ｅ
は
、
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
を
地
図
上
で
見
え
る

談
・
指
導
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
と
の
統
計
が
「
不
登
校

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議
報
告
書
」
に
あ
る
が
、
本
市

の
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
２
年
度
の
調
査
で
本

市
の
小
学
校
で
約
33
％
、
中
学

校
で
約
36
％
の
児
童
生
徒
が
学

校
内
外
の
機
関
へ
の
相
談
・
指

導
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
担
任

な
ど
が
家
庭
訪
問
を
行
う
な

ど
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。

問
　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中

学
校
の
不
登
校
の
状
況
把
握
を

図
り
、
登
校
支
援
が
必
要
な
児

童
生
徒
に
関
す
る
早
期
対
応
及

び
チ
ー
ム
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
月
３
日
欠
席

調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
支
援
を
行
っ
て
も
一
定

数
が
学
校
生
活
に
馴
染
ま
な

い
、
本
人
の
選
択
で
登
校
し
な

い
状
況
が
あ
る
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
教
育
機
会
確

保
法
で
は
、
不
登
校
は
い
ろ
い

ろ
な
環
境
で
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
現
象
で
あ
り
、
問
題
行
動

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
不

登
校
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
休

養
が
必
要
な
場
合
や
、
学
校
復

帰
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
社
会

的
自
立
を
目
指
し
た
指
導
や
見

守
り
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
研
修
で

こ
の
趣
旨
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
学
校
は
こ
の
趣
旨
に
則
っ

て
、
子
供
や
保
護
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

問
　
国
税
庁
の
「
わ
た
し
た
ち

の
生
活
と
税
」
の
４
年
度
版
に

よ
る
と
、
児
童
生
徒
一
人
当
た

清
風
ク
ラ
ブ

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

り
の
公
費
負
担
教
育
費
は
、
元

年
度
の
小
学
生
で
約
92
万
８
千

円
、
中
学
生
で
約
１
０
９
万
千

円
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
平
成
27
年
に
文
部
科
学
省

が
実
施
し
た
「
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
義
務
教
育
段
階

の
子
供
が
通
う
民
間
の
団
体
・

施
設
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
う

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的

負
担
は
月
平
均
３
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
行
政
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺 

う
。

教
育
長
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が

果
た
す
社
会
的
な
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
も
大
き
い
と
考
え

る
。
本
市
で
は
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
に
通
う
児
童
生
徒

の
家
庭
に
対
す
る
経
済
的
補
助

や
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

支
援
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
学
校
や
教

育
委
員
会
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
が
連
携
し
て
、
不
登
校
児

童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
へ
の
支

援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

は
必
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
の
情
報

収
集
を
行
い
、
国
や
県
の
動
向

な
ど
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い 

く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
駅

周
辺
地
区
将
来
構
想

補
正
予
算
に
つ
い
て

問
　
過
去
最
大
の
補
正
予
算
額

29
憶
６
８
６
４
万
９
千
円
の
特

徴
を
伺
う
。

市
長
　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
や
市
が
積
み
立
て
て
き
た

公
共
施
設
整
備
保
全
基
金
な
ど

の
財
源
を
活
用
し
、
過
去
最
大

規
模
の
財
政
出
動
を
す
る
こ
と

で
、
市
内
経
済
の
底
上
げ
や
地

域
・
経
済
活
動
の
担
い
手
と
し

て
頑
張
っ
て
い
る
市
民
、
事
業

者
と
と
も
に
、
新
た
な
日
常
を

築
い
て
い
く
。
ま
た
感
染
症
へ

の
向
き
合
い
方
が
変
化
し
て
い

る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
へ
適
応

す
る
た
め
、
温
か
み
を
感
じ
ら

れ
る
施
策
を
展
開
し
、
物
価
高

騰
や
感
染
症
対
策
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
。

問
　
今
回
の
補
正
予
算
の
市
長

の
ね
ら
い
を
伺
う
。

市
長
　
市
は
市
民
に
一
番
近
い

基
礎
自
治
体
で
あ
る
。
国
の
財

源
や
市
が
積
み
立
て
て
き
た
公

共
施
設
整
備
保
全
基
金
を
駆
使

し
、
活
気
溢
れ
る
日
常
に
戻
し

た
い
思
い
が
強
く
あ
り
、
財
政

措
置
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

市
長
に
問
う

諸
伏 
清
児 

議
員

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

佐
藤 

貴
子 

議
員

市議会ホームページ

市議会に関する情報
は、市議会ホーム
ページからご覧にな
れます。

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視
察を実施しています。６月定例会で承認を得た次の委員
会が、閉会中に行政視察を行いました。

●岡山県倉敷市…ペットの災害対策について
●兵庫県神戸市…「デザイン都市・神戸」について

総務経済常任委員会　（８月３日～８月４日）

●青森県八戸市…�八戸市中心市街地のまちづくりに
ついて

●岩手県盛岡市…中央公園整備事業について

都市建設常任委員会　（７月26日～７月27日）

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市役所本館８階
の議会図書室や５階の市政情報コーナーでご覧いただ
けます。

行政視察の報告●委員会の活動●


